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②第 38 期学校教材調査会　概要（Ｐ．８～ 11）

学
び
方
が
わ
か
ら
な
い
子
ど
も
た
ち

　

学
び
方
が
わ
か
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
は
少
な
く
な

い
。
私
が
専
門
と
す
る
外
国
語
教
育
に
関
し
て
、
「
高

３
生
の
英
語
学
習
に
関
す
る
調
査
〈
２
０
１
５
―

２
０
２
１
継
続
調
査
〉
」
（
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究

所
、
２
０
２
２
）
に
よ
れ
ば
、
高
校
３
年
生
の
61
％

が
「
英
語
を
使
う
力
を
高
め
る
学
習
方
法
が
わ
か
ら
な

い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
英
語
を
話
し
た
り
書
い
た

り
す
る
活
動
を
よ
く
し
て
い
た
群
と
、
あ
ま
り
し
て

い
な
か
っ
た
群
に
分
け
る
と
、
「
英
語
を
使
っ
て
仕
事

を
し
た
い
」
や
「
教
室
の
外
で
英
語
を
使
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
意
欲
面
を
問
う
質
問
で
は
前
者
の
群
の
方
が

高
い
値
を
示
し
た
の
に
対
し
て
、
「
英
語
を
使
う
力
を

高
め
る
学
習
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
質
問
に
関

し
て
は
両
群
に
違
い
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
英

語
の
授
業
内
容
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
、
小
学
校
か

ら
高
等
学
校
ま
で
英
語
を
学
ん
で
き
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
学
び
方
を
意
識
で
き
ず
、
学
び
方
が
わ
か
ら

な
い
状
態
で
多
く
の
生
徒
が
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

こ
と
に
な
る
。

　

英
語
に
限
ら
ず
、
学
び
方
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
子

ど
も
は
増
加
し
て
い
る
。
「
子
ど
も
の
生
活
と
学
び
に

関
す
る
親
子
調
査
２
０
２
２
」
（
東
京
大
学
社
会
科
学

研
究
所
・
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所
、
２
０
２
３
）

に
よ
れ
ば
、
２
０
１
９
年
か
ら
２
０
２
２
年
に
か
け
て
、

「
上
手
な
勉
強
の
し
か
た
が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
回

答
は
、
小
学
４
～
６
年
生
で
42
・
６
％
か
ら
61
・
１
％

に
、
中
学
生
で
60
・
０
％
か
ら
68
・
２
％
に
、
高
校
生

で
68
・
７
％
か
ら
73
・
２
％
に
増
加
し
て
い
る
。

　

「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
の
一

体
化
の
充
実
や
生
成
Ａ
Ｉ
の
普
及
な
ど
学
校
教
育
を
め

ぐ
る
状
況
が
変
容
し
て
い
る
な
か
で
子
ど
も
自
身
が
自

分
に
合
っ
た
学
び
方
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
、
学
び
に
関

す
る
高
い
専
門
性
と
児
童
理
解
・
生
徒
理
解
に
基
づ
い

て
、
一
人
ひ
と
り
の
学
び
を
支
援
す
る
教
師
の
役
割
が

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

第
36
期
学
校
教
材
調
査
会
英
語
科
専
門
委
員

信
州
大
学
学
術
研
究
院
教
授

酒
井
　
英
樹
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日
・
全
文
部
科
学
省
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
中

間
ま
と
め
」
に
対
す
る
意
見
書
提
出

教
科
書
形
態
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
を
制
度
上
明
確
化
し
た
こ
と
や
、
紙
と
デ
ジ
タ
ル

の
よ
さ
を
取
り
入
れ
た
学
習
環
境
の
重
要
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
評
価

教
科
書
と
教
材
の
明
確
な
区
分
け
や
、
学
校
に
よ
る
主
体
的
な
教
材
採
択
な
ど
を

要
請

書
と
教
材
の
連
携
、
学
校
に
お
け
る
主
体
的
な
教
材
採

択
、
教
科
書
準
拠
教
材
作
成
へ
の
配
慮
、
の
５
項
目
を

要
請
し
た
。
特
に
、
「
中
間
ま
と
め
」
に
お
い
て
「
主

た
る
教
材
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
作
成
さ
れ
る
ド

リ
ル
、
ワ
ー
ク
、
資
料
集
、
動
画
な
ど
は
、
教
科
書
の

内
容
を
よ
り
深
め
た
り
、
広
げ
た
り
、
学
習
を
支
援
し

た
り
す
る
副
教
材
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
学
校
の
判

断
に
よ
り
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
」
（
「
中
間
ま
と

め
」
17
頁
１
行
目
）
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
高
く
評

価
し
、
学
校
で
の
主
体
的
な
教
材
採
択
の
重
要
性
に
関

す
る
通
知
文
書
の
発
出
な
ど
を
要
請
し
て
い
る
。

【
「
意
見
書
」
の
要
点
は
３
頁
参
照
】

◇
文
科
省
「
中
間
ま
と
め
」
の
本
文
と
概
要
は
こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
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文
科
省
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
推
進
Ｗ
Ｇ
で
の
審

議
を
経
て
、
教
科
書
の
形
態
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
を
制
度

上
明
確
化
す
る
な
ど
の
方
針
を
２
月
14
日
付
の
「
中
間

ま
と
め
」
と
し
て
公
表
し
て
い
る
。
日
図
協
・
全
図
協

で
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
Ｗ
Ｇ
で
の
発
表
（
昨
年
11
月
21

日
）
等
で
、
教
科
書
と
教
材
の
役
割
や
連
携
の
現
状
と

課
題
と
と
も
に
、
教
科
書
と
教
材
の
明
確
な
区
分
け
や

学
校
に
よ
る
主
体
的
な
教
材
採
択
の
重
要
性
な
ど
を

提
案
し
て
き
た
。

　

「
意
見
書
」
で
は
、
教
科
書
の
形
態
と
し
て
デ
ジ
タ

ル
が
制
度
上
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
に
賛
同
し
つ
つ
、
児

童
生
徒
の
学
び
の
充
実
を
最
重
要
目
的
と
し
て
、
紙
と

デ
ジ
タ
ル
の
よ
さ
を
取
り
入
れ
た
学
習
環
境
の
重
要

性
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
評
価
し
た
。
ま
た
、
協
会
と

し
て
、
教
科
書
と
教
材
の
明
確
な
区
分
け
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
な
ど
を
介
し
て
紙
媒
体
の
教
科
書
と
接
続
し
て
使

用
さ
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
取
り
扱
い
、
デ
ジ
タ
ル
教
科

　

日
本
図
書
教
材
協
会
（
辻󠄀
村
哲
夫
会
長
）
と
全
国
図
書
教
材
協
議
会
（
細
谷
美
明
会
長
）
で
は
、
文
科
省
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）「
中
間
ま
と
め
」
に
対
し
て
、
文
科
省
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
３

月
24
日
付
で
「
意
見
書
」
を
提
出
し
た
。

業界・協会ＮＥＷＳ
　 :日本図書教材協会　      : 全国図書教材協議会　      : 日本教材学会日 全 学
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一般社団法人日本図書教材協会、一般社団法人全国図書教材協議会

デジタル教科書推進ワーキンググループ「中間まとめ」に関する「意見書」（要点）

全体への意見

・教科書の形態として紙だけでなくデジタルも認められることを制度上明確化されたことに

賛同

・児童生徒の学びの充実を最重要目的として、紙とデジタルのよさを取り入れた学習環境の

重要性を示されたことを評価

要望事項

１．教科書の形態におけるデジタルの制度上の位置付けの明確化を踏まえた、教科書と教材
の明確な区分け
教科書と教材の区分の明示（教科書＝検定対象＝教科書発行者による制作、教材＝検定対象

外＝様々な発行者による制作）

２．ＱＲコードなどを介して紙媒体の教科書と接続して使用されるコンテンツの取り扱い
ＱＲコード先のコンテンツを教科書の内容に限定することの明確化

３．デジタル教科書と教材の連携
・デジタル教科書と教材の技術的な連携の研究

・デジタル教科書と教材の連携のための公的なプラットフォームの運用

・教科書と教材の連携における効果的な活用についての実証の必要性

４．学校による主体的な教材選択
・「中間まとめ」での学校用教材に関する記載を評価

・学校での主体的な教材採択の重要性に関する通知文書の発出

５．教科書準拠教材作成への配慮
・教材会社への早期の教科書見本（紙・デジタル）の提供

・教科書発行者と教材会社の双方にとって過重な負担とならないような

スケジュール設定の配慮 「意見書」全文
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３
月
５
日

全
拠
出
金
を
還
元

　

中
学
校
後
期
分
91
万
円
を
38
協
会
へ
還
元
送
金

　

全
図
協
の
拠
出
金
事
業
と
し
て
、
２
０
２
４
年
度
中

学
校
拠
出
金
の
後
期
分
91
万
６
、
２
１
９
円
を
、
事
務

局
よ
り
関
係
協
会
へ
還
元
送
金
し
た
（
詳
し
く
は
下
表

参
照
）
。

　

中
学
校
は
前
・
後
期
合
わ
せ
る
と
４
９
５
万
５
、
８

２
０
円
で
、
前
年
よ
り
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
集
金
に
あ
た
っ
て
は
加
盟
社
（
五
ツ
木
、
学

宝
、
同
人
、
秀
学
、
新
学
、
正
進
、
東
法
、
浜
島
）
の

全
面
的
な
協
力
を
得
て
い
る
。

３
月
６
日

日
中
学
校
営
業
部
長
会
を
開
催

　

中
学
校
営
業
部
長
会
（
幹
事
長
・
辻
田
吉
平
秀
学
社

営
業
統
括
部
長
）
で
は
、
第
３
回
部
長
会
を
大
阪
市
「
大

阪
コ
ロ
ナ
ホ
テ
ル
」
で
開
い
た
。

　

当
日
は
、
教
育
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の
対
応
、
子
ど

も
た
ち
の
み
ら
い
の
学
び
を
支
え
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ブ
ロ
ッ
ク
中
学
部
会
長
か

ら
の
要
望
事
項
に
対
す
る
回
答
文
書
案
、

災
害
時
の
滅
失
教
材
の
提
供
対
応
に
関

す
る
営
業
部
長
会
内
規
案
、
出
版
社
営

業
社
員
研
修
会
企
画
等
に
つ
い
て
協
議
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

３
月
10
日

日
小
学
校
営
業
部
長
会
を
開
催

　

小
学
校
営
業
部
長
会
（
幹
事
長
・
田

代
和
彦
正
進
社
営
業
部
次
長
）
で
は
、

業界・協会ＮＥＷＳ
　 :日本図書教材協会　      : 全国図書教材協議会　      : 日本教材学会日 全 学

2024 年度 拠出金一覧表 （中学校後期）

協会名 拠出金額 協会名 拠出金額

北 海 道 33,309 奈　 良 19,496 

青　 森 38,333 大　 阪 8,596 

岩　 手 9,267 和 歌 山 15,650 

秋　 田 18,765 兵　 庫 20,696 

山　 形 51,728 広　 島 31,761 

宮　 城 17,568 鳥　 取 13,628 

福　 島 19,015 島　 根 16,745 

茨　 城 34,773 山　 口 67,949 

栃　 木 17,869 徳　 島 22,224 

群　 馬 50,534 愛　 媛 16,458 

埼　 玉 37,908 高　 知 2,046 

千　 葉 62,741 福　 岡 54,695 

静　 岡 31,158 佐　 賀 2,735 

三　 重 52,577 長　 崎 4,599 

長　 野 40,142 熊　 本 7,908 

新　 潟 9,676 大　 分 29,290 

富　 山 14,572 宮　 崎 6,565 

石　 川 19,356 鹿 児 島 3,375 

福　 井 9,302 
合　 計 916,219

京　 都 3,210 

（円）

第
３
回
部
長
会
を
「
協
会
会
議
室
」
で
開
い
た
。

　

当
日
は
、
ネ
ッ
ト
直
売
対
策
を
含
め
た
教
育
現
場
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の
対
応
、
ブ
ロ
ッ
ク
小
学
部
会
長
と
の
協

議
事
項
に
関
す
る
報
告
文
書
案
、
災
害
時
の
滅
失
教
材

の
提
供
対
応
に
関
す
る
営
業
部
長
会
内
規
案
、
出
版
社

営
業
社
員
研
修
会
企
画
等
に
つ
い
て
協
議
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

３
月
13
日

学･

全
教
材
士
研
修
制
度
運
営
合
同
委
員
会
を
開
催

　

日
本
教
材
学
会
と
全
国
図
書
教
材
協
議
会
に
よ
る

合
同
委
員
会
を
「
協
会
会
議
室
」
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

上：中学校営業部長会
下：小学校営業部長会
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い
た
。

　

当
日
は
、
従
来
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
や
動

画
・
テ
キ
ス
ト
・
確
認
テ
ス
ト
等
の
更
新
・
修
正
内
容

等
、
２
０
２
５
年
度
基
礎
コ
ー
ス
講
座
の
運
用
方
針
に

つ
い
て
協
議
し
た
。

３
月
18
日

日
中
学
校
編
集
部
長
会
を
開
催

　

中
学
校
編
集
部
長
会
（
幹
事
長
・
末
吉
愛
典
正
進
社

中
学
編
集
部
部
長
）
で
は
、
第
２
回
部
長
会
を
「
協
会

会
議
室
」
で
開
い
た
。

　

会
議
で
は
、
教
著
協
と
の
協
議
、
共
同
許
諾
申
請
業

務
、
学
校
か
ら
の
著
作
権
に
つ
い
て
の
問
合
せ
対
応
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
お

け
る
教
材
の
在

り
方
、
文
科
省

へ
の
働
き
か
け
、

教
材
の
複
製
や

公
衆
送
信
に
関

す
る
問
い
合
わ

せ

へ

の

対

応
、

広
報
活
動
、
校

務
支
援
・
採
点

支
援
シ
ス
テ
ム

へ
の
対
応
、
ネ
ッ

ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
対
策
等
に
つ
い
て
状
況
確
認
と
検

業界・協会ＮＥＷＳ
　 :日本図書教材協会　      : 全国図書教材協議会　      : 日本教材学会日 全 学

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

【お問合せ・お申込は】 
 

一一般般社社団団法法人人 全全国国図図書書教教材材協協議議会会  
〒 東京都新宿区横寺町 ４ ２

Tel:03-3267-1041 Fax:03-3267-1047
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

給給
付付

保保
障障
））内内
容容

給給付付金金 口口 口口

死 亡 保 険 金 万円 万円

災害死亡保険金 万円 万円

災害入院給付金
日あたり

円 円

障 害 給 付 金 万～ 万円 万～ 万円

月月
掛掛
金金

才～ 才 円 円

才～ 才 円 円

才～ 才 円 円

才～ 才 円 円

２０２１年度の配当金
制制度度のの特特色色  

＜お問合せ ・お申込み先＞

全図協事務局（TEL 03-3267-1041）までお願い

します。

全図協

総合補償制度のご案内

補償その１→商品搬入時に学校

内で生じた対人 ・対物事故

補償その２→集金時や事務所での

現金 ・小切手盗難

充実の補償内容！
この保険があれば安心！

全図協オリジナル

￥

討
を
行
っ
た
。

３
月
27
日

日
小
学
校
編
集
部
長
会
を
開
催

　

小
学
校
編
集
部
長
会
（
幹
事
長
・
北
村
有
司
正
進
社

小
学
編
集
部
課
長
）
で
は
、
第
６
回
部
長
会
を
「
協
会

会
議
室
」
で
開
い
た
。

　

会
議
で
は
、
教
著
協
と
の
協
議
、
共
同
許
諾
申
請
業

務
、
学
校
教
材
調
査
会
の
準
備
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
お
け
る

教
材
の
在
り
方
、
文
科
省
へ
の
働
き
か
け
、
教
材
の
複

製
や
公
衆
送
信
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
、
広

報
活
動
、
校
務
支
援
・
採
点
支
援
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応

等
に
つ
い
て
状
況
確
認
と
検
討
を
行
っ
た
。

中学校編集部長会
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０
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日　

図
書
教
材
新
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は
じ
め
に

　

こ
れ
ま
で
、
通
知
表
や
指
導
要
録
に
記
載
す
る
所
見

に
つ
い
て
は
、
先
生
方
が
一
か
ら
書
き
起
こ
し
た
り
、

所
見
文
例
集
な
ど
を
用
い
て
作
成
し
た
り
す
る
方
法

が
一
般
的
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
方
法
で
は
所

見
の
作
成
に
時
間
が
か
か
り
、
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
と
い
う
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
当
社
で
は
、
文
書
生
成
Ａ
Ｉ
の
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ

Ｔ
を
使
用
し
た
新
サ
ー
ビ
ス
「
Ａ
Ｉ
所
見
文
例
」
を
開

発
し
、
今
春
に
リ
リ
ー
ス
い
た
し
ま
し
た
。「
Ａ
Ｉ
所
見

文
例
」
を
使
用
し
て
所
見
を
作
成
す
る
と
、
こ
れ
ま
で

に
か
か
っ
て
い
た
時
間
を
72
％
（
*
1
）
削
減
可
能
で
す
。

も
う
所
見
で
悩
ま
な
い

　
　

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
所
見
文
例
作
成

☆日図協加盟出版社の発行している教材につ

いて、実際の授業における活用例、より効果

が得られるポイント（場面・方法）などをご

紹介します。

教材活用シリーズ　  第 177 回

１
．
ク
ラ
ス
全
員
の
所
見
文
例
を
一
括
作
成

　

本
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
児
童
の
よ
う
す
、
生
活
の
よ
う

す
、
学
習
の
よ
う
す
な
ど
の
特
記
し
た
い
項
目
を
入
力

す
る
だ
け
で
、
ク
ラ
ス
全
員
の
所
見
文
例
を
一
括
で
作

成
で
き
ま
す
。
入
力
す
る
項
目
は
、
箇
条
書
き
や
必
要

最
低
限
の
情
報
で
も
、
空
欄
の
項
目
が
あ
っ
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
作
成
す
る
文
例
の
文
字
数
を
指
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
学
校
の
通
知
表
や
指
導

要
録
に
対
応
し
ま
す
。

　

本
サ
ー
ビ
ス
は
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
基
盤
と
し
て

い
ま
す
が
、
当
社
が
こ
れ
ま
で
に
作
成
し
て
き
た
所
見

文
例
集
を
は
じ
め
、
各
教
科
テ
ス
ト
の
単
元
デ
ー
タ
や

評
価
規
準
な
ど
が
文
書
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
同
一
の
条
件
に
お
い
て
一
般
的
な
文
書
生
成
Ａ
Ｉ

で
作
成
し
た
場
合
と
比
べ
、
所
見
と
し
て
の
精
度
が
高

く
、
よ
り
自
然
な
所
見
文
例
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
（
*
2
）

　

ま
た
、
総
合
所
見
だ
け
で
は
な
く
、「
外
国
語
活
動
」

「
道
徳
」「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
所
見
文
例
作
成

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
総
合
所
見
と
同
様
の
使
い
方

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

作
成
し
た
所
見
文
例
は
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
フ
ァ
イ
ル
へ

の
出
力
や
、
ク
リ
ッ
プ
ボ
ー
ド
へ
の
一
括
コ
ピ
ー
が
可

能
で
す
。
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど
へ
の
貼
り
付
け
も

容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
．
登
録
不
要
で
す
ぐ
に
使
え
る

　

本
サ
ー
ビ
ス
は
、
当
社
の
テ
ス
ト
を
ご
採
用
い
た
だ

い
た
先
生
方
へ
の
教
師
用
特
典
で
、
無
料
で
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
面
倒
な
Ｉ
Ｄ
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど

の
登
録
、
パ
ス
ワ
ー
ド
の
設
定
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
採
用
い
た
だ
き
ま
し
た
テ
ス
ト
が
到
着
し
た
そ

の
日
か
ら
す
ぐ
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
当
社
デ
ジ

青葉出版㈱

『ＡＩ所見文例・

　　　ＡＩ学校文書』

青葉出版㈱

編集部　ＩＣＴ支援課
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４
．
敬
体

⇔

常
体
の
一
括
変
換
機
能

　

通
知
表
用
に
作
成
し
た
敬
体
（
で
す
・
ま
す
調
）
の

所
見
を
、
指
導
要
録
用
の
所
見
と
し
て
使
用
す
る
た
め

の
常
体
（
だ
・
で
あ
る
調
）
に
一
括
で
変
換
す
る
機
能

も
備
え
て
い
ま
す
。

　

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
機
械
的
な
置
換
機
能
と
比
べ

て
、
Ａ
Ｉ
が
高
度
に
文
を
精
査
す
る
た
め
、
よ
り
的
確

か
つ
正
確
な
文
体
の
変
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

５
．
学
級
通
信
な
ど
の
文
書
作
成
も
サ
ポ
ー
ト

　

「
Ａ
Ｉ
所
見
文
例
」
の
機
能
を
応
用
し
て
、
学
級
・

学
年
・
学
校
通
信
の
挨
拶
文
や
案
内
文
な
ど
の
作
成
も

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ト
ピ
ッ
ク
ス
や
連
絡
事
項
、
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
の
報

告
、
行
事
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
入
力
す
れ
ば
、
「
Ａ
Ｉ

所
見
文
例
」
と
同
様
に
、
ま
る
で
人
が
書
い
た
か
の
よ

う
な
自
然
な
文
章
が
作
成
さ
れ
ま
す
。

　

ト
ピ
ッ
ク
ス
毎
に
見
出
し
が
作
成
さ
れ
る
の
で
、
既

に
ご
用
意
の
あ
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
へ
の
貼
り
付
け
も

し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ス
マ
ナ
ビ
」

に
て
一
元
管
理
さ
れ
、
各
種
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
と

合
わ
せ
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

Ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
動
作
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
た

め
、
端
末
へ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
は
不
要
で
す
。
端
末
の

Ｏ
Ｓ
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
・
Ｃ

ｈ
ｒ
ｏ
ｍ
ｅ
Ｏ
Ｓ
・
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
Ｏ
Ｓ
の
い
ず
れ
に
お
い

て
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

３
．
自
作
所
見
を
一
括
で
校
正
・
修
正

　

本
サ
ー
ビ
ス
は
、
所
見
文
例
の
作
成
の
み
で
は
な

く
、
校
正
・
修
正
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。
先
生

が
自
作
し
た
所
見
や
、
作
成
さ
れ
た
所
見
文
例
に
加
筆

修
正
し
た
も
の
を
一
括
で
処
理
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
誤
字
・
脱
字
は
も
ち
ろ
ん
、
文
章
と
し
て
破
綻
が

な
い
か
と
い
っ
た
点
も
Ａ
Ｉ
が
検
知
し
、
修
正
を
行
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
担
任
の
先
生
か
ら
提
出
さ
れ
た
所
見
を
確

認
さ
れ
る
管
理
職
の
先
生
方
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け

ま
す
。
膨
大
な
数
の
所
見
の
校
正
作
業
が
格
段
に
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

６
．
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
シ
ス
テ
ム
設
計

　

本
サ
ー
ビ
ス
は
、
現
在
一
般
に
無
料
で
使
用
で
き
る

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
と
は
仕
組
み
が
異
な
り
、
入
力
し
た

情
報
は
モ
デ
ル
学
習
（
Ａ
Ｉ
の
成
長
）
に
使
用
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
入
力
し
た
情
報
は
サ
ー

バ
ー
に
は
保
持
・
保
存
さ
れ
ま
せ
ん
。
情
報
は
一
時
的

に
処
理
さ
れ
る
だ
け
で
、
保
存
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
漏
洩
の
リ

ス
ク
が
な
く
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
設
計
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　

本
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
は
、
先
生
方
の
校
務
負
担
を
軽

減
し
、
も
っ
と
児
童
の
み
な
さ
ま
と
向
き
合
う
時
間
を

確
保
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
校
務
へ
の
利
活
用
に
お

い
て
、
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
細
心
の
注

意
を
払
っ
て
開
発
い
た
し
ま
し
た
。
本
サ
ー
ビ
ス
を
通

し
て
、
少
し
で
も
先
生
方
の
一
助
と
な
り
ま
し
た
ら
幸

い
で
す
。

※
画
面
は
開
発
中
の
も
の
で
す
。

*
1

当
社
調
べ
に
よ
る
数
値
で
す
。

*
2

本
サ
ー
ビ
ス
で
提
供
す
る
テ
キ
ス
ト
の
生
成
に
は
Ｃ

ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
使
用
し
て
お
り
、
生
成
し
た
情
報

は
必
ず
し
も
適
切
で
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
文
例

と
し
て
参
考
に
さ
れ
る
際
は
、
内
容
の
正
確
性
や
児

童
の
実
態
に
即
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
必
ず
確
認

し
、
適
切
な
修
正
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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２
０
２
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４
月
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書
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材
新
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？？
？？

第 38 期第 38 期  学校教材調査会学校教材調査会第 38 期 第 38 期 学校教材調査会学校教材調査会

　今年開催される「学校教材調査会」は、1966年にスタートし、
これまでに37回の調査事業が実施されてきました。
　今回の第38期では、小学校のうち５教科の教材を調査対象と
し、専門の委員による調査結果は、加盟社の教材の内容充実、
質的向上に役立てていきます。

学
校
教
材
調
査
会
と
は

学
校
教
材
調
査
会
と
は

　

テ
ス
ト
、
ド
リ
ル
、
ワ
ー
ク
、
資
料
集
な
ど
の
学
校

用
教
材
（
図
書
教
材
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
）
は
、
学
校
現

場
で
の
教
師
の
学
習
指
導
及
び
児
童
・
生
徒
の
学
習
活

動
や
家
庭
学
習
に
お
い
て
き
わ
め
て
大
切
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
学
校
用
教
材
に
は
、
教
科
書
の
検
定
制
度

の
よ
う
な
公
的
な
チ
ェ
ッ
ク
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
教
材
業
界
で
は
、
古
く
よ
り
学
校
用
教
材

の
質
的
向
上
を
図
る
た
め
に
、
教
材
等
審
査
委
員
会

（
１
９
５
７
年
）
や
図
書
教
材
審
査
会
（
１
９
５
９
年
）、

教
材
等
質
的
向
上
委
員
会
（
１
９
６
４
年
）
な
ど
を
設

置
し
て
、
活
発
な
調
査
研
究
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
１
９
６
６
年
に
は
、
学
校
用
教
材
の
内
容
を

協
会
内
で
自
主
的
に
調
査
・
点
検
す
る
目
的
で
学
校
教

材
調
査
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
学
者
や

教
科
調
査
官
、
指
導
主
事
や
教
師
な
ど
第
三
者
を
委

員
と
し
、
学
校
用
教
材
の
内
容
や
構
成
を
多
角
的
に
分

析
・
研
究
し
た
結
果
を
教
材
編
集
者
に
直
接
伝
え
て
い

た
だ
き
、
も
っ
て
教
材
の
質
の
保
証
、
内
容
の
充
実
・

向
上
を
図
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
教
科
書
改
訂
年
に
合
わ
せ
て
、
永
年
に

わ
た
っ
て
小
・
中
学
校
別
に
調
査
会
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
は
２
０
２
５
年
度
発
行
の
小
学
校
用
教
材
を

対
象
に
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

を実施します
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０
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５
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第
38
期
学
校
教
材
調
査
会
の
概
要

１
．
調
査
の
基
本
方
針

　

２
０
２
５
年
度
版
小
学
校
用
教
材
に
つ
い
て
、
学
習

指
導
要
領
や
指
導
要
録
と
そ
れ
に
基
づ
く
教
科
書
へ

の
対
応
、
学
校
教
育
の
動
向
へ
の
対
応
、
学
校
教
育
に

お
い
て
期
待
さ
れ
る
学
校
用
教
材
の
役
割
な
ど
を
勘

案
し
、
教
科
別
に
「
調
査
基
準
」
を
作
成
し
て
現
場
に

と
っ
て
価
値
の
あ
る
教
材
と
は
何
か
を
探
る
た
め
の

調
査
研
究
を
行
う
。

２
．
調
査
教
材

①
対
象
の
教
材

①
対
象
の
教
材

　

５
教
科
（
国
語

科
・
社
会
科
・
算
数

科
・
理
科
・
英
語
科
）

の
教
材
の
調
査
を
行

う
。
た
だ
し
、
調
査

の
効
率
化
を
図
る
た

め
に
、
調
査
教
材
は

学
年
を
絞
る
。
そ
の

ほ
か
、
各
教
科
の
デ

ジ
タ
ル
教
材
や
特
に

調
査
を
希
望
す
る
教

材
も
対
象
と
す
る

（
主
な
調
査
教
材
は

下
表
を
参
照
）
。

　

な
お
、
今
回
の
調

査
会
に
は
、
日
図
協

加
盟
の
７
社
（
青
葉

出
版
・
教
育
同
人
社
・

第 36 期各社別研究会の様子 ①

こ く ごこ く ご

し

ゃ か い

し

ゃ か い

光
文
書
院
・
新
学
社
・
正
進
社
・
日
本
標
準
・
文
溪
堂
）

が
参
加
を
予
定
。

②
教
科
書
準
拠
版
に
つ
い
て

②
教
科
書
準
拠
版
に
つ
い
て

　

次
の
準
拠
版
を
対
象
と
す
る
。

　

▽
国
語
科
＝
光
村
版

　

▽
社
会
科
＝
東
書
版

　

▽
算
数
科
＝
東
書
版

　

▽
理　

科
＝
東
書
版

　

▽
英
語
科
＝
東
書
版

主な調査教材

教　科 教 材 ／ 学 年（基本）

国 語 科

・（プレ付き）基礎・基本のテスト

・思考・活用のテスト

・くりかえし漢字ドリル

・書きこみドリル

４・６年生

２・５年生

２・５年生

　　〃

社 会 科

・（プレ付き）基礎・基本のテスト

・思考・活用のテスト

・社会科資料集

５・６年生

　　〃

　　〃

算 数 科

・（プレ付き）基礎・基本のテスト

・思考・活用のテスト

・くりかえし計算ドリル

・書きこみドリル

４・６年生

２・５年生

２・５年生

　　〃

理 　 科

・（プレ付き）基礎・基本のテスト

・思考・活用のテスト

・理科学習ノート

４・６年生

３・５年生

３・５年生

英 語 科

・（プレ付き）基礎・基本のテスト

・リスニング（テスト付属）

・ペンマン

・ドリル

５・６年生

　　〃

　　〃

　　〃
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２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
４
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
４
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

３
．
調
査
方
法

　

調
査
す
る
に
あ
た
っ
て
、
調
査
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

示
し
た
「
調
査
基
準
」
を
教
科
毎
に
分
科
会
で
検
討
・

設
定
し
、
そ
の
基
準
に
基
づ
き
調
査
研
究
を
進
め
る
。

調
査
教
材
は
、
各
教
科
の
分
科
会
で
適
切
な
分
担
方
法

を
検
討
し
、
調
査
を
行
う
。

　

調
査
の
結
果
は
、
各
教
材
に
直
接
記
入
す
る
ほ
か

「
調
査
結
果
一
覧
表
」
に
ま
と
め
、
各
社
毎
に
デ
ー
タ

で
提
供
す
る
と
と
も
に
、
８
月
に
各
社
別
研
究
会
を
開

い
て
教
科
別
、
教
材
会
社
別
に
伝
達
す
る
。

４
．
調
査
の
日
程

３
月
下
旬
頃
～

・
第
１
回
分
科
会
を
開
催

　

（
そ
の
後
、
月
１
回
程
度
・
計
４
回
開
催
）

・
７
月
下
旬
ま
で
に
基
本
的
な
調
査
を
終
了

　

（
必
要
に
応
じ
て
追
加
で
分
科
会
開
催
）

８
月
上
旬

・
「
調
査
結
果
一
覧
表
」
を
各
社
別
研
究
会
前

 

に
各
社
毎
に
デ
ー
タ
で
送
付

８
月
中
旬
～
下
旬

・
各
社
別
研
究
会
を
開
催
し
、
調
査
結
果
を

 
伝
達

各
社
別
研
究
会
終
了
後

・
調
査
委
員
と
相
談
の
上
、
必
要
に
応
じ
て

 

総
括
を
す
る
た
め
の
分
科
会
を
開
催

・
「
調
査
結
果
一
覧
表
」
を
見
直
し
・
修
正
し

 

た
も
の
を
各
社
へ
送
付

・
調
査
結
果
を
記
入
し
た
調
査
教
材
を
返
却

５
．
分
科
会
・
各
社
別
研
究
会
の
開
催

①
分
科
会

①
分
科
会

　

教
科
別
に
分
科
会
を
組
織
（
専
門
委
員
１
名
、
委
員

３
ま
た
は
４
名
）
し
、
２
０
２
５
年
３
月
下
旬
か
ら
７

月
に
か
け
て
月
１
回
程
度
分
科
会
を
開
催
す
る
。
分
科

会
を
合
理
的
に
進
め
る
た
め
、
委
員
の
な
か
か
ら
教
科

毎
に
教
科
チ
ー
フ
を
選
出
し
、
調
査
の
進
行
、
研
究
成

果
の
ま
と
め
な
ど
に
つ
い
て
統
括
す
る
。

　

分
科
会
で
は
、
教
科
毎
の
調
査
基
準
の
検
討
・
作
成

や
調
査
研
究
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

う
。
そ
れ
以
外
に
も
、
教
科
チ
ー
フ
が
中
心
と
な
っ
て
、

各
調
査
委
員
に
必
要
な
連
絡
を
取
り
、
効
率
的
な
調
査

研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
。
委
員
は
メ
ー
ル
な
ど

を
用
い
て
、
調
査
研
究
に
関
す
る
意
見
交
換
を
密
に
行

う
よ
う
に
す
る
。

　

参
加
出
版
社
か
ら
も
分
担
し
て
、
各
教
科
２
社
・
１

名
ず
つ
編
集
者
が
出
席
す
る
。

　

各
社
別
研
究
会
終
了
後
、
調
査
委
員
と
相
談
の
上
、

総
括
を
す
る
た
め
の
第
５
回
分
科
会
を
開
催
す
る
。

②
各
社
別
研
究
会

②
各
社
別
研
究
会

　

調
査
の
成
果
を
各
社
ご
と
に
伝
え
る
各
社
別
研
究

会
は
、
８
月
21
日
（
木
）
、
22
日
（
金
）
を
中
心
に
日

程
調
整
し
（
第
１
回
分
科
会
終
了
後
に
最
終
決
定
）
、

「
協
会
会
議
室
」
で
開
く
（
同
日
に
複
数
教
科
を
開
催

す
る
場
合
は
、
別
会
場
を
手
配
）
。

　

国
語
・
算
数
は
１
コ
マ
１
２
０
分
、
社
会
・
理
科
・

英
語
は
１
コ
マ
90
分
を
予
定
。

　

当
日
は
、
来
場
出
席
を
基
本
と
す
る
が
、
都
合
に
よ

り
会
場
に
来
ら
れ
な
い
編
集
者
は
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
等
を
使

用
し
て
、
各
社
別
研
究
会
の
様
子
を
視
聴
す
る
こ
と
も

第 36 期各社別研究会の様子 ②

さ

ん す う
さ

ん す う
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２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
４
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
４
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

可
と
す
る
（
調
査
委
員
に
も
確
認
）
。
た
だ
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
参
加
は
視
聴
限
定
と
し
、
質
問
等
は
会
場

出
席
者
の
み
が
行
う
。

６
．
調
査
の
成
果
の
ま
と
め

　

調
査
の
結
果
は
、
各
教
材
に
直
接
記
入
す
る
。
ま
た
、

教
材
毎
に
調
査
の
成
果
な
ど
を
記
載
し
た
「
調
査
結
果

一
覧
表
」
を
作
成
す
る
。

　

な
お
「
調
査
報
告
書
」
は
、
各
社
別
研
究
会
終
了
後
、

「
調
査
結
果
一
覧
表
」
に
手
を
加
え
て
ま
と
め
た
も
の

と
し
、
各
社
毎
に
デ
ー
タ
で
提
供
す
る
。
な
お
、
事
務

局
で
は
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
を
製
本
し
て
保

存
す
る
。

７
．
分
科
会
の
各
社
の
担
当

　

分
科
会
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、
１
教
科
に
つ
き

２
社
が
担
当
し
、
各
社
編
集
部
課
長
ク
ラ
ス
等
が
出
席

す
る
。
各
教
科
の
担
当
は
次
の
と
お
り
（
左
表
参
照
）
。

分科会担当出版社

担当出版社

教 育 同 人 社

光 文 書 院

青 葉 出 版

新 学 社

日 本 標 準

文 溪 堂

正 進 社

日 本 標 準

光 文 書 院

正 進 社

教　科

国 語 科

社 会 科

算 数 科

理 　 科

英 語 科

第 36 期各社別研究会の様子 ③

り かり かえ い ごえ い ご
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２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
４
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
４
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

発
行
所　

一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会　
　

編
集
人　

宍
戸
亮
太
・
新
井
啓
美　
　

発
行
人　

渡
部
竜
士　
　

〒
１
６
２
‐
０
８
３
１ 

東
京
都
新
宿
区
横
寺
町
64
‐
２　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

03
‐
３
２
６
７
‐
１
０
４
１

＝
都
道
府
県
協
会　

会
員
だ
よ
り
＝

☆
代
表
者
・
商
号
・
住
所
変
更
の
あ
っ
た
会
員
☆

<

代
表
者
変
更>

　

秋
田
県･

･
･

林
教
材
社
（
横
手
市
）

　
　
　
　
　
　

新
代
表
・
林
恵
美

☆
退
会
社
☆

　

群
馬
県･

･
･

塩
澤
電
機
㈱
教
材
部
（
富
岡
市
）

　

３
月
下
旬
に
開
き
始
め
た
桜
が
、
今

年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
し
ば
ら
く
咲

き
続
け
ま
し
た
。
私
事
で
す
が
、
下
の

子
ど
も
の
入
園
式
が
あ
り
、
桜
が
ち
ょ

う
ど
散
り
始
め
る
こ
ろ
で
し
た
の
で
、
舞
い
落
ち
る
桜

の
花
び
ら
の
な
か
で
、
始
ま
り
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

今
は
桜
の
樹
も
新
緑
色
に
な
り
、
代
わ
っ
て
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
の
時
期
に
な
っ
て
い
ま
す
。
浅
学
に
し
て
知
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
は
昔
か
ら
日
本
に

あ
っ
た
樹
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。
日
本
か
ら
ワ
シ

ン
ト
ン
に
桜
の
樹
が
贈
ら
れ
た
と
い
う
話
は
有
名
で

す
が
、
そ
の
返
礼
と
し
て
贈
ら
れ
た
の
が
日
本
で
は
最

初
の
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
だ
そ
う
で
、
こ
れ
が
１
９
１
５
年
、

ま
だ
百
年
と
少
し
し
か
経
っ
て
い
な
い
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。
今
で
は
あ
ち
こ
ち
で
街
路
樹
と
し
て
見
か
け

る
く
ら
い
に
広
ま
っ
た
の
も
、
慎
ま
し
く
も
華
や
か
な

花
が
広
く
愛
さ
れ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

（
み
）

編集
後記

　 ❀  お知らせ  ❀

協会ＨＰ　https://nit.or.jp

「会員の方へ」≪パスワード ➠ kagura6 ≫

第237･238号で詳しくご紹介しています。

＜お問い合せ先＞

一般社団法人全国図書教材協議会・事務局

（TEL 03-3267-1041）までお願いします。

　日本図書教材協会で運用している、全図

協・会員販売店向けのＷｅｂ発注システム

「図書教材ネット」が無償でご利用いただ

けます。

　お申し込みは、随時受け付けております

ので、ご希望の方は、協会ホームページ内

の右メニュー「会員の方へ」（要パスワード）

よりお申し込みください。

▼「図書教材ネット」と連動して、発注デー
タを自動取り込み

▼複雑な売上・入金処理も簡単に管理

▼納品書や請求書、売上明細などを一瞬で
作成

全図協　販売管理システム全図協　販売管理システム

 協 会 名
小学校 中学校

正　担当社 副　担当社 正　担当社 副　担当社
北 北 海 道

教育同人社 光文書院 秀学社

五ツ木書房

東

北

青　　森
岩　　手
秋　　田
山　　形
宮　　城
福　　島

北

関

東

茨　　城

日本標準 文溪堂

正進社

栃　　木
群　　馬
埼　　玉

南

関

東

千　　葉

光文書院 正進社

図書文化社

東　　京
東 京 中
神 奈 川
神奈川中
山　　梨

東

海

静　　岡

文溪堂 日本標準 新学社

愛　　知
岐　　阜
三　　重

北

信

越

長　　野
新　　潟
富　　山
石　　川
福　　井

近

畿

滋　　賀

正進社 教育同人社

浜島書店 教育同人社

京　　都
奈　　良
大 阪 小
大 阪 中
和 歌 山
兵　　庫

中

国

岡　　山

新学社 青葉出版

広　　島
鳥　　取
島　　根
山　　口

四

国

香　　川

学宝社 東京法令出版

徳　　島
愛　　媛
高　　知

九

州

福　　岡

青葉出版 新学社

佐　　賀
長　　崎
熊　　本
大　　分
宮　　崎
鹿 児 島
沖　　縄

小・中学校営業部長会 ブロック担当一覧

（2025 年 7 月 31 日まで）


